
北上市立小中学校の校歌集　HPで紹介
北上市PTA連合会広報委員会は、「同窓会で校歌を歌いた

いが、歌詞はないものか」との問合せが何度かあったことか
ら、北上市内26の小中学校と昭和以降に閉鎖になった学校
の校歌を集めた校歌集を作成しています。下記ホームページ
に紹介されていますので、ご覧下さい。

https://pta85.webnode.jp/
※同窓会開催の折は、北上ふるさと会をまだご存知ない方へご紹介して頂き、
北上ふるさと会HPからの会員登録と、事務局への情報提供をお願いします。
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ZAIKYO KITAKMI 01 ZAIKYO KITAKMI 08

★各コースで人気・おすすめの特典★
5,000円コース
A0158	 ぺっこだけ野菜セットA〜ぺっこだけ	

北上の野菜くってけでぇ〜
A0153	 【思いやり型返礼品】障がい者支援＋	

まごころ小昼セット〜コーヒー・菓子詰め合わせ

10,000円コース
C0101	 50箱をまとめてお届け 	

東北限定ナクレ ティッシュペーパー 5箱10セット
C0089	 トロイカのチーズケーキ 5号サイズ 

15,000円コース
D0044	 黒岩豚太くん ロース・バラ・ひき肉 バラエティ3kgセット

60,000円コース
J0019	 【定期便】希少豚のハムやウインナー豪華詰合せ S　6ヶ月

100,000円コース
N0010	 【定期便12ヵ月】【ひとめぼれ】（毎月5kg）　	

菅野家のお米「郷土」

120,000円コース
O0003	 カシミヤ100% 天使のストール マフラー 大判サイズ
O0007	 軽い！錆びにくい！焦げ付きにくい！	
	 岩鉄のダクタイルポット
※上記以外にも多数の御礼の品がありますので、右上のQRコードからご覧ください。

編 集 後 記

▲高度成長期における首都圏のふるさと会は、地方から上京
した労働者としての若者を支える、互助会の役割を担ってい
たようだ。近頃のふるさと会はというと、何処も参加者の高
齢化が悩みの種らしい。▲そこで打開策として、魅力ある会
にするべく、民話の会や探索会に続いて、うたごえや山歩き
の会といったサークル活動を介しての仲間作りを進めてい
る。随時情報をメール配信していますので、未登録の方は返
信葉書にてアドレスの登録をお願いします。▲北上市の自治
協議会のご協力を得て、地元の情報を紹介することが出来ま
した。記事の感想をお聞かせ下さい。� (加藤ゆりいか)

令和元年（2019）９月
北上ふるさと会会報　第17号

当市では、「ふるさと北上応援寄附」の拡大と特産品のPRのため、
御寄附いただいた方に御礼の品を贈呈しています。農畜産物のほ
か、特産品、観光サービス、工業製品など480点以上の御礼の品
を御用意しており、平成30年度は約42,000件、約8憶5千万円の御
寄附をいただきました。

平成31年2月18日には、群馬県前橋市、ふるさとチョイスを運営
する㈱トラストバンクと3者で「思いやり型返礼品」の共同記者発
表を行い、「誰かのための返礼品」をテーマに新たな取組みを行
っております。これからもふるさと納税のルールを守り、地域の
課題解決を図って参りますので応援をよろしくお願いいたします。

ふるさと北上応援寄附
（ふるさと便PR事業）

担当課：産業雇用支援課
【問合せ先・申込先】

一般社団法人北上観光コンベンション協会　きたかみチョイス事業部
（ふるさと納税受付業務委託先）  0197-64-6611

発　行／北上ふるさと会
所在地／〒103-0027 東京都
	 中央区日本橋2-1-17 
	 丹生ビル6F @RISHE
発行責任者／渡邊嘉二郎
TEL：03-3548-8148
FAX：03-3548-8147
E-mail：jimukyoku@kitakami-hurusato.jp
URL：http://kitakami-hurusato.jp

第27回北上ふるさと会集いの会

日時 	令和元年11月24日（日）
	 13：00〜16：40

場所 	東京ガーデンパレス
	 東京都文京区湯島1-7-5
	 （詳しくは8頁参照）

会費 	8,000円

※	在京北上出身者の年に一度の交流の場
です。お土産もご用意して、皆さまの
ご参加をお待ちしております。

れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
。
百
二
十
年
前

ま
で
は
念
仏
を
唱
え
な
が
ら
踊
る
念

仏
剣
舞
と
よ
ば
れ
た
よ
う
だ
。『
漢

字
の
起
原
』
と
い
う
辞
典
で
「
鬼
」

の
字
を
調
べ

た
。
人
が
死

者
の
頭

こ
う
べ
を
か

ぶ
っ
て
し
ゃ

が
ん
で
神
の

座
に
い
る
様
を
表
し
、
中
国
で
は
こ

の
頭
は
み
な
長
毛
で
乱
髪
で
あ
っ
た

と
の
解
説
が
あ
っ
た
。
少
し
お
ど
ろ

お
ど
ろ
し
い
が
、
こ
の
漢
字
は
鬼
剣

舞
の
装
束
に
よ
く
似
て
い
る
。
鬼
剣

舞
を
創
作
し
た
古
人
は
か
な
り
の
教

養
人
の
よ
う
で
あ
る
。し
か
し
何
故
、

こ
の
鬼
の
面
を
つ
け
激
し
く
踊
る
の

か
。
北
上
周
辺
の
穏
や
か
な
人
々
に

は
似
つ
か
わ
し
く
な
い
。
北
上
川
流

域
を
支
配
し
て
い
た
蝦
夷
の
阿あ

弖て

流る

為い

の
怒
り
と
無
念
を
共
有
す
る
鎮
魂

の
舞
な
の
か
。

コ
ー
タ
・
タ
カ
ツ
ン
ツ
ノ
・
テ
ン

テ
ン
、
コ
ー
タ
・
タ
カ
ツ
ン
ツ
ノ
・

テ
ン
テ
ン
、
デ
ン
コ
ー
・
デ
ン
デ
ン

の
リ
ズ
ム
だ
っ
た
と
記
憶
す
る
。
一

旦
心
に
浮
か
ぶ
と
消
え
な
い
。
中
学

の
運
動
会
、
全
校
男
子
生
徒
に
よ
る

鬼
剣
舞
の
練
習
は
初
秋
青
空
の
下
で

繰
り
返
さ
れ
た
。
二
子
鬼
剣
舞
の
指

導
者
が
学
校
に
こ
ら
れ
心
構
え
を
指

導
し
て
く
れ
た
。
面
に
隠
れ
る
顔
も

面
の
よ
う
に
気
迫
を
込
め
な
け
れ
ば

と
い
う
お
話
を
記
憶
し
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
の
祭
り
の
笛
太
鼓
の
音

は
聞
く
者
の
血
潮
を
湧
か
せ
る
。
短

調
の
笛
の
調
べ
は
こ
れ
か
ら
到
来
す

る
冬
の
木
枯
ら
し
の
音
、
収
穫
の
喜

び
と
と
も
に
、
こ
の
冬
を
無
事
に
過

ご
せ
る
だ
ろ
う
か
と
の
不
安
の
響

き
。
こ
の
不
安
を
吹
き
払
っ
て
し
ま

う
の
が
鬼
の
勇
壮
な
剣
舞
で
あ
る
。

東
北
の
こ
の
地
、
北
上
周
辺
に
ど

の
よ
う
に
鬼
剣
舞
が
生
ま
れ
継
承
さ

先
般
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し

て
、
市
民
の
皆
様
の
負
託
を
賜
り
、

3
期
目
の
市
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ

く
事
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
2

期
8
年
に
わ
た
る
市
政
運
営
に
対
し

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
北
上
市
を
応

援
し
て
い
た
だ
い
た
事
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
と
共
に
、
引
き
続
き
ご
指

導
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
自
治
基
本
条
例
の
制

定
や
地
域
づ
く
り
総
合
交
付
金
の
創

鬼
剣
舞
へ
の
想
い

北
上
ふ
る
さ
と
会
会
長
　
渡
邊 

嘉
二
郎

市
民
と
共
に
　
ま
ち
育
て
全
開
！

北
上
市
長
　
髙
橋
　
敏
彦

設
な
ど
、「
ま
ち
育
て
」
の
環
境
づ
く

り
を
進
め
、「
子
育
て
環
境
・
定
住

化
施
策
の
強
化
」「
新
公
共
交
通
シ

ス
テ
ム
の
構
築
」「
強
い
農
業
・
地
域

産
業
の
起
業
と
育
成
」
及
び
「
災
害

対
応
地
域
情
報
シ
ス
テ
ム
の
確
立
」

の
4
点
を
重
点
施
策
に
掲
げ
、
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
参
り
ま
し
た
。

次
な
る
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
て
、
あ

じ
さ
い
都
市
の
要
件
で
あ
る「
拠
点
」

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」「
ま
ち
育
て
」
を

活
か
し
た
戦
略
を
推
進
し
て
い
く
と

と
も
に
、
新
た
な
る
企
業
立
地
に
係

る
対
応
や
、
都
市
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

活
動
な
ど
に
つ
い
て
、「
ひ
と
」「
な

り
わ
い
」「
く
ら
し
」「
し
く
み
」
と

い
う
4
つ
の
視
点
で
政
策
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
。

現
在
、
当
市
で
は
ラ
グ
ビ
ー
ウ
ル

グ
ア
イ
代
表
チ
ー
ム
が
キ
ャ
ン
プ
を

行
っ
て
お
り

ま
す
。
駅
周

辺
や
市
役
所

に
は
選
手
ら

を
歓
迎
す
る

の
ぼ
り
を
立

て
、
歓
迎
ム

ー
ド
で
盛
り

上
が
っ
て
お

り
ま
す
。
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大
会
期

間
中
は
、
市
内
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ

ー
イ
ン
グ
な
ど
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
行

い
、
オ
ー
ル
北
上
で
ウ
ル
グ
ア
イ
代

表
チ
ー
ム
を
応
援
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
北
上
ふ
る
さ
と
会
の
皆
様
も
、

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

時
代
は
平
成
か
ら
令
和
に
変
わ
り

ま
し
た
。
令
和
3
年（
2
0
2
1
年
）

は
、
旧
北
上
市
、
和
賀
町
、
江
釣
子

村
の
3
市
町
村
合
併
か
ら
の
北
上
市

制
施
行
30
年
、
展
勝
地
開
園
1
0
0

年
、
北
上
・
み
ち
の
く
芸
能
ま
つ
り

60
回
と
記
念
す
べ
き
年
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ん
と

共
に
、魅
力
あ
る
北
上
市
を
創
造
し
、

発
信
す
る
た
め
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
北
上
ふ
る
さ
と
会
の
皆

様
の
御
健
勝
で
の
御
活
躍
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
引
き
続

き
当
市
へ
の
力
強
い
応
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

鬼
剣
舞
を
観
る
。
激
し
く
舞
っ
た

後
、
笛
の
調
べ
も
穏
や
か
に
な
り
舞

手
は
、
地
に
手
を
つ
き
頭
を
垂
ら
し

物
語
を
終
え
る
。ふ
と
わ
れ
に
返
り
、

舞
手
の
胸
元
を
み
る
と
激
し
く
波
打

っ
て
い
る
。
神
の
座
に
い
た
鬼
が
地

上
に
降
り
て
人
に
戻
っ
た
の
だ
。
素

晴
ら
し
い
舞
あ
り
が
と
う
。

渡邊　画

ウルグアイチーム歓迎のぼり

中国の周の時代「鬼」
の文字（籀

ちゅう
文
ぶん
）

A0158

J0019 O0003 O0007

C0089 D0044

〔住所〕世田谷区世田谷4-6-1（世田谷線世田谷駅徒歩2分）
〔TEL〕03-3425-5725　〔営業時間〕午前10時～午後10時　

〔定休日〕日曜・祭日　〔店主〕高橋ツナ子（長沼出身:花巻東高校卒）

居酒屋六文銭
森伊蔵、伊佐美、魔王等
美味しい焼酎を置いて、
ご来店をお待ちしております。

〒231-0006 神奈川県横浜市中区南仲通3-26カーニープレイス横浜関内3F
Tel : 045-323-9285   Mobile : 090-2484-4275　URL : http://www.dmu2001.com/

世界有数のブランドとお客様をつなぐ会社

株式会社ドゥミルアン
全国のアウトレットを中心に、小売り業を展開。
サービス・販売に興味のある方、募集中。
自身のキャラクターを発揮できる仕事です。

代表取締役 斎藤 成希 （飯豊出身）
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ZAIKYO KITAKMI 03 ZAIKYO KITAKMI 02

在
京
北
上
産
業
人
会

折
笠
名
誉
会
長
　

市
勢
功
労
賞
受
賞

昨
年
の
北
上
ふ
る
さ
と
会
の
集
い

解
り
や
す
か
っ
た
人
工
知
能
の
話

産
業
人
会
・
北
上
大
学
は
、
共
催

で
6
月
22
日
に
29
名
の
参
加
者
を
得

て
講
演
会
・
情
報
交
換
会
を
実
施
し

た
。
講
演
会
は
青
山
学
院
大
学
理
工

学
部
の
栗
原
陽
介
教
授
を
講
師
に
迎

え
、
最
近
進
歩
の
著
し
い
人
工
知
能

（
A
I
）の
現
状
、将
来
、そ
し
て
我
々

の
社
会
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
、

「
人
工
知
能
（
A
I
）
の
こ
れ
か
ら
」

と
い
う
題
目
で
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
て
い
た
だ
い
た
。
　

ま
た
、
情
報
交
換
会
で
は
ア
パ
レ

ル
業
界
（
株
）
ド
ゥ
ミ
ル
ア
ン
の
斎

藤
成
希
社
長（
北
上
市
飯
豊
町
出
身
）

「
第
26
回
北
上
ふ
る
さ
と
会
集
い

の
会
」
は
、
昨
年
11
月
10
日
（
土
）
に
、

湯
島
の
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
て
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
北
上
市
の
関

係
者
の
方
々
、
在
京
の
来
賓
、
多
く

の
会
員
に
も
ご
出
席
頂
き
、
総
勢

1
4
0
名
余
の
参
加
者
で
し
た
。

総
会
に
続
く
情
報
交
換
会
で
は
、

及
川
副
市
長
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を

使
用
し
て
の
北
上
市
の
概
況
説
明
に

折
笠
英
夫
氏
（
80
才
）
が
、
平
成
30

年
度
の
北
上
市
市
勢
功
労
賞
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
平
成
11
年
か
ら
ふ
る

さ
と
会
会
長
を
7
年
間
勤
め
、
平
成

13
年
に
は
北
上
産
業
人
会
を
立
ち
上

げ
、
現
在
も
名
誉
会
長
と
し
て
北
上

ふ
る
さ
と
会
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
勢
功
労
賞
受
賞
は
、
平
成
12
年

か
ら
北
上
し
ら
ゆ
り
大
使
と
し
て
、

首
都
圏
で
の
北
上
市
の
P
R
活
動
と

北
上
市
へ
の
提
言
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。
特
に
、
中
心
商
店
街
の
空

き
店
舗
を
活
用
し
た
出
前
寄
席
事
業

に
つ
い
て
提
言
を
行
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
平
成
17
年
か
ら

事
業
が
開
始
さ
れ
、
商
店
街
の
活
性

化
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
が
大
き
く
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

き
猫
発
祥
の
地
」
で
今
戸
焼
き
で
有

名
な
今
戸
神
社
。
こ
こ
に
新
撰
組
の

「
沖
田
総
司
の
終
焉
の
碑
」
が
あ
っ

た
の
も
新
し
い
発
見
で
し
た
…
。
　

探
索
は
5
〜
6
時
間
で
1
万
数
千

歩
の
程
良
い
行
程
で
す
。
そ
の
後
の

反
省
会
で
は
ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が
ら

北
上
弁
を
交
え
て
話
に
花
が
咲
く
、

そ
ん
な
感
じ
の
大
江
戸
探
索
会
で
す
。

（
熊
谷 

忍
）

た
彰
義
隊
の
墓
所
が
見
え
、
幕
末
か

ら
明
治
に
か
け
て
歴
史
的
に
大
き
く

動
い
た
激
動
の
上
野
を
感
じ
ま
し

た
。
一
方
、
上
野
駅
と
い
え
ば
何
か

と
郷
愁
に
か
ら
れ
ま
す
が
、
井
沢
八

郎
の
「
あ
あ
上
野
駅
」
の
歌
碑
が
あ

り
、「
ど
こ
か
に
故
郷
の
香
り
を
の

せ
て
／
入
る
列
車
の
な
つ
か
し
さ

…
」
の
歌
詞
に
は
、
万
感
胸
に
迫
る

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

浅
草
墨
田
公
園
の
一
角
に
滝
廉
太

郎
の「
花
」の
歌
碑
、そ
の
近
く
に「
招

北
上
ふ
る
さ
と
会
の
「
大
江
戸
探

索
会
」
は
、
今
年
末
で
第
88
回
を
迎

え
ま
す
。

こ
の
会
は
年
6
回
開
催
で
15
年
余

も
続
く
優
れ
も
の
。
皆
さ
ん
北
上
に

生
ま
れ
、
北
上
育
ち
。
そ
の
後
首
都

圏
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、
太
い
絆
で

結
ば
れ
て
い
る
、
そ
ん
な
感
じ
が
す

る
見
事
な
会
で
す
。
東
京
と
そ
の
周

辺
に
は
、
気
づ
か
な
い
歴
史
的
遺
産

や
文
化
財
が
沢
山
あ
り
ま
す
。故
に
、

時
間
的
に
余
裕
の
あ
る
人
は
勿
論
、

現
役
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
若
い
人
た

ち
も
こ
の
会
に
参
加
し
て
、
新
た
な

発
見
と
自
己
啓
発
に
挑
戦
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

第
72
回
「
上
野
―
浅
草
」
コ
ー
ス

で
は
、
西
郷
さ
ん
の
銅
像
の
後
方
に

新
政
府
軍
と
戦
い
僅
か
一
日
で
散
っ

北
上
ふ
る
さ
と
会

（
平
成
29
年
総
会
か
ら
2
年
間
）

名
誉
会
長
　
折
笠
英
夫

会
　
長
　
渡
邊
嘉
二
郎

副
会
長
　
菅
野
建
弘
・
菅
原
清
徳
・

　
　
　
　
中
野
盛

幹
事
長
　
小
原
磯
則

幹
事
長
代
理

　
藤
原
祥
哲
・
加
藤
ゆ
り
い
か

こ
の
会
は
来
年
20
周
年
を
迎
え
る

「
え
な
だ
り
言
葉
」
で
昔
話
を
語
る

グ
ル
ー
プ
で
す
。

15
周
年
に
は
初
の
自
主
口
演
を
開

催
し
ま
し
た
。
好
評
を
博
し 

（
お
世

辞
を
真
に
受
け
）、
気
を
良
く
し
た

こ
と
な
ど
を
思
い
出
し
ま
し
た
。今
、

皆
様
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
る

「
20
周
年
口
演
」
に
な
る
よ
う
動
き

始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

会
の
活
動
と
し
て
は
月
一
回
の
定

例
会
（
第
一
木
曜
日
午
後
3
時
〜
5

時
ま
で
京
橋
区
民
館
に
て
）、「
四
季

語
り
の
会
」・「
亰
橋
地
区
サ
ー
ク
ル

発
表
会
」・「
在
京
北
上
ふ
る
さ
と

会
」・
老
人
施
設
で
の
語
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

更
に
、
い
わ
て
銀
河
プ
ラ
ザ
で
の
北

上
市
物
産
展
の
販
売
協
力
と
昔
語
り

も
12
年
続
け
て
お
り
ま
す
。

毎
年
6
月
に
は
、「
い
わ
て
民
話
ま

つ
り
」
が
岩
手
県
内
各
地
で
輪
番
に

て
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
年
は
6

月
22
日
に「
雫
石
」で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
ま
で
は
古
民
家
な
ど
で
の
昔

語
り
で
し
た
が
、
今
年
は
8
0
0
人

収
容
の
ホ
ー
ル
で
4
5
0
人
の
観
客

を
前
に
し
て
の
口
演
で
し
た
。
戸
惑

い
な
が
ら
も
何
と
か
語
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

会
員
も
常
時
募
集
し
て
お
り
ま

す
。
ご
興
味
の
お
あ
り
の
方
は
是
非

定
例
会
の
様
子
を
見
学
に
い
ら
し
て

く
だ
さ
い
。
会
員
皆
で
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。�

（
会
長
　
薗 

牧
枝
）

★
来
年
2
月
13
・
14
日
の
二
日
間
、

い
わ
て
銀
河
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
「
北

上
・
西
和
賀
観
光
物
産
展
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
午
後
1
時
か
ら
昔
語
り

を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

幹
　
事
　
阿
部
久
人
・
小
原
寛
・

小
原
正
彦
・
菊
池
潤
・

菊
池
裕
・
熊
谷
忍
・

小
菅
寿
彦
・
庄
司
大
人
・

千
田
正
雄
・
南
川
昌
光
・

八
重
樫
昌
志

監
　
事
　
千
田
納
・
八
重
樫
清
美

在
京
北
上
産
業
人
会

リ
ー
ダ
ー
　
中
野
盛

事
務
局
　
小
原
磯
則

北
上
大
学

学
　
長
　
渡
邊
嘉
二
郎

事
務
局
　
庄
司
大
人

ふ
る
さ
と
北
上
民
話
研
究
会

会
　
長
　
薗
牧
枝

事
務
局
　
及
川
功

大
江
戸
探
索
会

会
　
長
　
菊
池
威

事
務
局
　
薗
牧
枝

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、

販
売
に
関
す
る
ご
自
分
の
体
験
や
考

え
方
を
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
交
え
て
披

露
し
て
い
た
だ
い
た
。

そ
の
後
、
懇
親
会
で
は
時
間
内
で

質
問
が
で
き
な
か
っ
た
点
や
ご
説
明

さ
れ
な
か
っ
た
点
に
つ
い
て
の
確
認

や
、
会
員
間
の
活
発
な
交
流
が
あ
り

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
た
。

（
リ
ー
ダ
ー
　
中
野 

盛
）

【
講
演
要
旨
】

人
工
知
能
は
第
1
次
、
第
2
次
の

ブ
ー
ム
を
経
て
、
2
0
1
0
年
か
ら

深
層
学
習
と
い
う
人
工
知
能
を
実
現

す
る
技
術
が
開
発
さ
れ
、
こ
れ
に
コ

現
行
役
員
紹
介

産業人会参加の皆さん

おでんせを踊る参加者の皆さん

折笠氏作詞「そんな街、北上」を合唱

講師の栗原教授

プレゼンする斎藤氏

第82回東京駅KITTEビルフロアにて

「ああ上野駅」の歌碑

7月定例会の参加者

ン
ピ
ュ
ー
タ
と
通
信
の
大
容
量
化
と

高
速
化
が
加
わ
り
、
研
究
テ
ー
マ
か

ら
実
用
化
の
域
に
入
り
第
3
次
の

ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
進
歩

は
ま
さ
に
日
進
月
歩
で
、
人
間
の
知

性
を
超
え
る
性
能
を
持
つ
A
I
が
で

き
る
か
と
い
う
時
代
に
な
っ
て
い

る
。
人
間
の
知
性
を
超
え
る
に
は
、
人

間
の
言
葉
を
理
解
で
き
る
か
が
ポ
イ

ン
ト
に
な
る
。
ま
た
、
人
工
知
能
の
発

達
に
よ
っ
て
人
間
の
仕
事
が
一
部
奪

わ
れ
る
が
、今
ま
で
に
な
か
っ
た
新
た

な
仕
事
が
出
て
く
る
。
一
方
、
も
と
も

と
人
間
の
方
が
得
意
と
す
る
分
野
も

あ
る
。
人
工
知
能
が
人
間
を
理
解
す

る
の
は
無
理
な
の
で
人
間
が
A
I
に

寄
り
添
い
、パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
組

む
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

北
上
市
企
業
懇
談
会
へ
の
参
加

産
業
人
会
の
代
表
は
、
北
上
市
が

毎
年
東
京
で
開
催
す
る
企
業
懇
談
会

に
参
加
し
、
情
報
交
換
を
し
て
い
ま

す
。

7
月
4
日
の
「
企
業
懇
談
会

2
0
1
9
」で
は
、北
上
市
が
抱
え
る

最
大
の
課
題
は
人
材
確
保
対
策
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

出
席
者
は
聞
き
入
り
ま
し
た
。
昔
語

り
の
後
の
懇
親
会
は
、
阿
部
市
議
会

副
議
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
始
ま
り
、

出
身
地
区
ご
と
の
円
卓
で
交
流
を
深

め
、
鬼
剣
舞
、
抽
選
会
な
ど
を
楽
し

み
ま
し
た
。そ
し
て「
北
上
夜
曲
」「
そ

ん
な
街
、
北
上
」
の
合
唱
の
後
、「
北

上
お
で
ん
せ
」を
輪
に
な
っ
て
踊
り
、

来
年
の
再
会
を
約
束
し
て
閉
会
と
な

り
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
北
上
民
話
研
究
会

大

江

戸

探

索

会
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虹色フェスタin東京浅草

平成30年1月、いわて銀河プラ
ザでの北上の物産展にいらした「と
もしび」の吉田正勝さんから、かつ
て北上市が開催していた「北上夜
曲歌唱コンクール」の東京予選を
「ともしび」で行ったことや、いま
だに「北上夜曲」は人気があること
を教えて頂きました。それが契機
となり、昨年10月16日（土）に第1
回を18名の参加で開催しました。

事前に会報を「ともしび」に送って趣旨を説明した甲斐もあり、司会者から
「北上ふるさと会」を紹介して頂き、「北上夜曲」をはじめ沢山の曲を皆で歌
いました。うたごえ世代は青春時代を懐かしみながら、うたごえ文化を知
らない世代も、ピアノの生伴奏で声を合わせて歌う楽しさを味わいました。
更に、第2回を7月3日（水）20名の参加で実施しました。司会はこのイ

ベントのきっかけをくれた吉田さん。正調北上夜曲や展勝地のサトウハチ
ロ一記念館を、他のお客様にPRして頂きました。そして、うたごえの後に
は余韻冷めやらぬまま、2次会も楽しみました。
次回は11月2日（土）ですので、是非ご参加下さい。� （加藤ゆりいか）

■ 北上ふるさと会の活動概要
2018年9月〜

※北上ふるさと会役員会…10/5 11/5 12/10 3/8 5/10 7/19
　大江戸探索会…奇数月に開催
　ふるさと北上民話研究会…毎月第1木曜日午後定例会開催

9月14日 「在京きたかみ」16号発送

10月16日 うたごえ喫茶で北上夜曲を歌う会

10月20〜 
21日

第46回小金井なかよし市民まつり
物販協力

10月20〜 
21日

第36回江東区民まつり物販協力

10月27日 在京金ヶ崎人会参加

11月10日 第26回北上ふるさと会集いの会

11月 18日 秋季献血奉仕活動支援

1月20日〜 
23日

いわて銀河プラザ　北上・西和賀
観光物産展　物販協力・昔語り

2月3日 岩手県人連合会新春懇親会参加

4月23日 北上市民観桜会参加

6月2日 第45回岩手県人の集い参加

6月2日 鎌倉和賀江嶋清掃活動参加

6月8日 湯田ふるさと会参加

6月22日 在京北上産業人会開催

6月22日 第4回いわて民話まつりin雫石参加

6月29日 近隣ふるさと会参加

7月3日 うたごえ喫茶で北上夜曲を歌う会

7月4日 北上市企業懇談会2019 参加

7月6日 在京花巻人会参加

7月27日 北上大学オープンカレッジ実施

8月2〜4日
第57回北上みちのく芸能まつり・
花火大会協賛

日 時 11月2日（土）PM1:30〜3:50
場 所 ともしび新宿店JR新宿駅から徒歩5分（新宿区新宿3-20-6 FSビル6F）
集 合 JR新宿駅東口みどりの窓口前にPM1:10必着
会 費 1,600円（ワンドリンク付き）　 締 切 10月25日
申 込 阿部栄子…TEL 090-9644-9768　メール eiko-1215-abe@ezweb.ne.jp

　　　  小原磯則…TEL/FAX 03-5393-2912 へ申し込んで下さい。

ともしびで「北上夜曲」を歌う会 ご案内

日 時 10月12日（土）　 場 所 箱根「湯坂路・千条の滝」
集 合 箱根湯本駅改札口10時
行 程 箱根湯本駅から湯坂路⇒湯坂山⇒千条の滝⇒小湧谷駅。

　　　  約3.5hrの初級レベルです。

持ち物 山歩きに適した靴・昼食・飲み物・雨具
申 込 熊谷忍（TEL090-1849-3031）

　　　  ※天候悪化で中止の場合は、前日に連絡致します。

山歩きの会　ご案内

郷
土
の
誇
り 

鬼
剣
舞

勇
壮
に
し
て
華
麗
な
鬼
剣
舞
は
、

郷
土
の
誇
り
と
も
い
え
る
民
俗
芸
能

で
あ
る
。
今
年
発
足
50
年
を
迎
え
た

岩
崎
鬼
剣
舞
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
、

東
京
の
二
子
流
東
京
鬼
剣
舞
を
取
材

し
た
。

岩
崎
鬼
剣
舞
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

―
発
足
50
年
―

昨
年
11
月
17
日
に
浅
草
の
商
業
施

設
ま
る
ご
と
に
っ
ぽ
ん
で
開
催
し
た

「
虹
色
フ
ェ
ス
タ
i
n
東
京
浅
草
」

は
、
岩
崎
地
区
青
年
団
「
虹
色
の
会
　

絆
」（
小
原
和
弘
会
長
）
が
毎
年
岩
崎

で
開
催
し
て
い
る「
虹
色
フ
ェ
ス
タ
」

を
東
京
で
開
催
し
た
も
の
で
あ
る
。

中
で
も
、
岩
崎
鬼
剣
舞
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
15
名
の
素
晴
ら
し
い
踊
り
と
お

囃
子
は
、多
く
の
観
客
を
魅
了
し
た
。

岩
崎
鬼
剣
舞
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

は
、
岩
崎
を
拠
点
に
中
学
生
と
小
学

生
が
参
加
し
て
い
る
。
岩
崎
鬼
剣
舞

保
存
会
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
活
動

を
続
け
、今
年
発
足
50
年
を
迎
え
た
。

浅
草
に
も
出
演
し
今
年
白
面
を
付
け

る
鈴
木
菜
月
さ
ん
（
中
3
）
は
、
鬼
剣

舞
の
魅
力
を「
カ
ッ
コ
イ
イ
と
こ
ろ
」

と
話
し
て
く
れ
た
。
躍
動
感
の
あ
る

踊
り
は
、
子
供
た
ち
を
も
夢
中
に
さ

せ
る
。

第
1
期
生
の
八
重
樫
清
美
さ
ん

（
62
才
。北
上
ふ
る
さ
と
会
監
事
）は
、

「
6
年
生
の
時
に
担
任
の
先
生
が
始

め
た
。東
京
に
も
出
か
け
て
公
演
し
、

N
H
K
の
テ
レ
ビ
に
も
出
演
し
た
。

50
年
が
経
過
し
今
な
お
活
発
に
活
動

し
て
い
る
と
聞
き
、
感
無
量
だ
」
と

話
す
。

5
月
6
日
に
北
上
で
開
催
し
た

「
第
5
回
青
少
年
鬼
剣
舞
ま
つ
り
」

に
は
、
9
団
体
が
参
加
し
て
い
た
。

民
俗
芸
能
の
後
継
者
不
足
が
深
刻
な

中
、
鬼
剣
舞
に
関
し
て
は
今
そ
の
心

配
は
な
さ
そ
う
だ
。
鬼
剣
舞
の
明
日

を
担
う
子
供
た
ち
に
、
エ
ー
ル
を
送

り
た
い
。

二
子
流
東
京
鬼
剣
舞

―
東
京
出
身
者
が
創
始
―

北
上
ふ
る
さ
と
会
の
集
い
で
お
馴

染
み
の
二
子
流
東
京
鬼
剣
舞
の
代

表
・
庭
元
の
小
川
修
自
さ
ん
（
67
才
）

が
鬼
剣
舞
に
出
会
っ
た
の
は
、
東
京

の
私
立
高
校
で
入
っ
た
「
舞
踏
同
好

会
」
で
あ
っ
た
。
指
導
教
諭
と
共
に

何
度
と
な
く
二
子
鬼
剣
舞
へ
通
い
、

卒
業
後
も
修
行
を
続
け
、
平
成
28
年

に
庭
元
の
認
定
を
受
け
た
。「
剣
舞

に
出
会
う
ま
で
男
性
舞
踊
を
見
た
こ

と
が
な
く
、
そ
の
舞
の
迫
力
と
男
ら

し
さ
に
感
動
し
虜
に
な
っ
た
」
と
話

す
。
結
婚
し
て
か
ら
鬼
剣
舞
を
始
め

た
妻
も
今
で
は
師
匠
と
な
り
、
長
男

は
一
剣
舞
（
白
面
の
踊
組
リ
ー
ダ
ー
）、

二
子
に
嫁
い
だ
長
女
も
師
匠
に
認
定

さ
れ
た
。
東
京
の
地
で
、
鬼
剣
舞
に
魅

せ
ら
れ
た
一
家
で
あ
る
。

5
月
、
練
習
を
見
学
に
行
っ
た
。

最
高
齢
92
才
の
堀
越
美
津
子
さ
ん

は
、
と
て
も
90
過
ぎ
と
は
思
え
な
い

身
の
こ
な
し
で
あ
っ
た
。
旅
行
の
時

に
北
上
駅
で
見
た
鬼
剣
舞
の
ポ
ス

タ
ー
が
き
っ
か
け
で
始
め
て
、
30
年

に
な
る
と
い
う
。
最
年
少
は
、
小
1

の
阿
部
瞬
君
。
人
前
で
踊
る
の
が
大

好
き
だ
と
言
い
、
幼
稚
園
の
運
動
会

と
公
演
が
重
な
っ
た
時
に
は
、
迷
わ

ず
公
演
を
選
ん
だ
と
い
う
。
北
上
出

身
の
菊
地
政
幸
さ
ん
（
47
才
）
は
、
中

学
の
運
動
会
で
踊
っ
た
経
験
し
か
な

か
っ
た
が
、
息
子
の
慶
弥
君
（
中
1
）

が
小
1
の
時
に
や
り
た
い
と
言
う
の

で
一
緒
に
始
め
た
と
い
う
。
親
子
で

汗
を
流
し
て
い
る
の
が
、
微
笑
ま
し

い
。
昨
年
暮
れ
に
加
入
し
た
北
上
ふ

る
さ
と
会
の
渡
邊
会
長
（
75
才
）
は
、

皆
に
付
い
て
い
こ
う
と
必
死
に
頑

張
っ
て
い
た
。

鬼
剣
舞
に
魅
了
さ
れ
た
年
齢
・
性

別
・
出
身
地
の
異
な
る
人
た
ち
が
、

共
に
研
鑽
し
舞
う
。
こ
れ
が
東
京
鬼

剣
舞
の
特
色
で
あ
り
魅
力
で
あ
ろ
う

か
。
北
上
の
「
み
ち
の
く
芸
能
ま
つ

り
」
に
は
平
成
3
年
か
ら
連
続
出
演

し
て
い
る
が
、
今
年
も
迫
力
の
あ
る

踊
り
を
披
露
し
た
い
と
、
練
習
に
熱

が
入
っ
て
い
た
。

民俗芸能公演情報　2019年10月～

日時 イベント名 出演団体・上演時間 場所

10月6日 岡本太郎美術館20周年記念公演
二子流東京鬼剣舞
14:00（無料） 15:30（有料）

川崎市生田緑地

10月6日・27日 11月3日
12月1日 3月22日

鬼の館芸能公演2019
13:30〜14:30
出演団体はHP参照（無料）

北上市立鬼の館

10月19日・20日 みちのく民俗村まつり 時間・出演団体はHP参照（無料） みちのく民俗村

2月9日 冬のみちのく芸能まつりー鬼よ燃えろ! 時間・出演団体はHP参照（有料） さくらホール

山歩きの会 鎌倉和賀江嶋の清掃活動

都会の雑踏から逃
れて山の自然を満喫
し、心身を癒す、そん
な山歩きに参加しませ
んか？　平成27年有
志で始めた「山歩きの
会」は、今年は4月に丹
沢の大野山、5月には

奥多摩の高水三山を歩き、11回を数えました。そこで、広
くふるさと会の皆さんにご案内し、一緒に山歩きを楽しみ
たいと思います。
次回は、箱根超えとして栄えた鎌倉時代の古道「湯坂路・

千条の滝」コースです。相模湾や早秋の箱根山脈、優美な
千条の滝などを堪能します。帰りは登山電車で箱根湯本に
戻り「ひめしゃらの湯」に浸ります。� （熊谷　忍）

―「和賀と鎌倉」浪漫を感じさせる意外な関係-
毎年6月ごろ、鎌倉

時代の港である「和賀
江嶋」の清掃活動が、
もう40年以上も続い
ている。23年前からは
北上市の「北上和賀江
嶋の会（代表佐藤克英

氏）」も参加している。北上ふるさと会からは、昨年数名
が試験的に参加をしたが、今年は鎌倉への拡大「大江戸
探索会」の一環として実施することになり、6月2日の清
掃活動には十数名が正式参加した。
昨年の会報16号に高舘さんが報告している通り、「和

賀江嶋」は、橘（現・立花）に住んでいた和賀氏の地頭・和
賀行時の長男盛綱によって築港されたというのが定説で
ある。鬼剣舞の紋章である「笹竜胆」が、鶴岡八幡宮の紋
所だし、鎌倉市の市章でマンホールの蓋など彫られてい
るのには、ただならぬ因縁を感じさせる。
清掃活動の後「探索会」は、阿部達彦さんの案内で、和

賀氏とゆかりのある寺社（光明寺、極楽寺、宝戒寺、荏柄
神社等）を中心に回った。源氏の執権北条氏の乳母や側
室に和賀氏の関係者がいることや、文化の面では先行し
ていた北上の極楽寺の影響を受けているところなど、汲
めども尽きない浪漫を感じた。� （小原磯則）

を歌いましょう

うたごえ喫茶で

北上夜曲

記念碑の前で北上の清掃団と富士山を背景に大野山山頂

第2回参加の皆さん

東京鬼剣舞の皆さん
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北上の生産者を訪ねて

■ 首都圏イベント情報  2019年9月〜

「いわて銀河プラザ」での物産展と、江東区や小金井市の祭り
に出展した、北上の生産者を紹介します。

立花の菊池儀博さんは、奇跡のりんごで知られる青
森の木村明則さんの著書に感銘を受け、2009年田ん
ぼを全て自然栽培に移行。今は一町二反の田んぼで在
来種の「ササシグレ」と「亀の尾」を、娘の紗規子さん
と共に丹精込めて栽培しています。
堆肥・肥料・農薬・除草剤を一切使用しない自然栽
培は、非常に手間がかかりますが、植物が本来持って
いる自然の力を引き出した健康で安全なお米は、アレ
ルギー疾患の方に安心して食べて頂けるだけでなく、
高アミロースゆえに血糖値が上がりにくいお米です。
更に刈り取った稲束を「はせがけ」にし太陽の光と風
の力でゆっくり乾燥させたお米は、機械乾燥よりアミ
ノ酸と糖の含量が多く、ふるさと納税でも人気です。

秋といえば、二子の里芋で作る「いものご汁」です
よね。その「二子さといも」が昨年9月にGI認定され
ました。
GI認定制度とは、国が農産物等のブランドを地域の共
有財産として保護する制度です。地理的表示（GI：
Geographical Indication）として登録することにより、
商品を差別化し、地域一体となって地域ブランドの確立
や地域振興、食文化の継承などが期待されます。岩手
県では、前沢牛（奥州市）、岩手野田村荒海ホタテ、岩
手木炭に続いての認定。農産物では初めてとなります。
今年2月に東京KITTEで開催した第3回地理的表示
フェスティバルには、「二子さといも」とかぎやの「二
子さといもかりんとうまんじゅう」と「二子さといも
サクサクもっちりタルト」を出品し、PRしました。

場 所 きこりの菊池農園　
	 北上市立花
	 16-115-18

TEL 090-4044-8003

二子さといものお取り寄せは、下記のJA産直まで。

場 所 北上産地直売所あぜみち　
	 北上市流通センター601-8

TEL 0197-71-1338

日時 場所 イベント名 PRポイント

9月28日,29日 東京都江東区ヴィーナスフォート 第4回地理的表示フェスティバル 二子さといもの試食、販売。

10月19,20日 東京都小金井市　小金井公園 第47回小金井なかよし市民祭り 特産品の宣伝と販売、観光PR。

10月19,20日 東京都江東区　木場公園 第37回江東区民まつり 二子さといもをはじめ各種物販。

11月3日 千葉県流山市　キッコーマンアリーナ 第42回流山市民まつり 旬のリンゴの試食もあり。特産品の宣伝や物販。

11月16,17日 神奈川県横浜市　パシフィコ横浜 ふるさと納税大感謝祭 ふるさと納税返礼品の試食をはじめイベント多数。

2月13,14日 東京都中央区　いわて銀河プラザ 北上・西和賀観光物産展 北上市と西和賀町の各種物販、観光PR。

木こりの菊池農園　自然栽培のお米 GI認定された　二子さといも

歴史遺産の宝庫　稲瀬町 伝統文化と自然豊かな更木町

北上市内には、国指定史跡が5か所、県指定史跡が4
か所ありますが、そのうちの3つは稲瀬町内にあります。
国指定の樺山遺跡（約5,000年前の竪穴住居跡やストー
ンサークル）、国見山廃寺跡（平安時代に栄えた古代山
岳寺院跡）、そして県指定の下門岡ひじり塚（国宝『一
遍上人聖絵』に描かれた河野通信公の墓所）がそれです。
特にも国見山廃寺跡は、世界遺産『平泉』より200
年以上前の北東北最大規模の寺院跡であることが確認さ
れています。五重塔と目される礎石も発掘されています。
前九年・後三年合戦を経て、国見山で修業したであろ
う藤原清衡が拠点を平泉に移すと国見山の建物はほとん
どなくなります。寺院としての役目も中尊寺に移って
いったのでしょう。	（稲瀬・岩淵正充交流センター長）

更木には、国指定の八天遺跡をはじめ多数の縄文遺跡
や和賀氏ゆかりの史跡、幻の古道といわれるあづま海道
にまつわる宿寺・大竹廃寺などがあり、「史跡の里」と
いわれる由縁になっています。
また、古くから伝承されてきた神楽や鹿踊など郷土芸
能も伝承され、貴重な文化として大切に守り育てられて
います。
平成21年更木ふるさと興社の設立に伴い、桑の生産、
販売に力を入れており、平成29年には産直「さらきの
里ふれあいセンター」がオープンし更木地区民の憩いの
場となっています。そして、堀の内のエゾヒガンサクラ、
永昌寺のシダレカツラや自転車道桜並木やしらゆり公
園、更木ビオトーブ公園などがあり、自然景観の豊かな
ところです。	 （更木・千田惠一事務長）

北上市自治協議会一覧
自治協議会名 電話番号 発行物 イベント（2019年度）

1 黒沢尻北地区自治振興協議会 65-1941 センターだより　北桜 11/2（土）健康まつり　12/1（日）北桜フェスティバル

2 黒沢尻東地区自治協議会 64-7932 黒東地区センターだより 10/12（土）〜10/14（月）第7回黒東地区交流まつり

3 黒沢尻西地区自治協議会 64-0931 ひまわり 10/5（土）〜6（日）黒西文化まつり

4 立花自治振興協議会 65-1933 自治振だより 8/11（日）PM5:00〜　たちばな盆フェス2019

5 飯豊地区振興協議会 68-2001 飯豊地区センター通信（月1） 6/2町民運動会　11/23飯豊町文化祭　他スポーツイベント

6 二子町振興協議会 66-2050 二子町振興協議会だより 9/29（日）二子の里・いものこまつり

7 更木町振興協議会 66-2569 ふるさと更木だより 7/13〜14更木夏まつり   10/20更木郷土芸能まつり

8 黒岩自治振興会 64-7525 交流センター通信 10/20（日）第21回湧湧ランドくろいわ芸・農・まつり

9 口内町自治協議会 69-2001 浮牛城 8/17浮牛城まつり　9/15敬老会  11/2〜3文化祭

10 稲瀬町自治協議会 65-2441 ふるさと稲瀬だより 国見山まつり（毎年5月3日）　樺山まつり（毎年7月第4日曜）

11 相去地区自治協議会 67-4355 相去地区交流センターFB HP 10/27（日）ふるさとまつり 　10/25（金）〜10/31文化祭

12 鬼柳町自治振興協議会 67-4310 鬼柳地区交流センターだより 11/3（日）鬼柳町芸能まつり

13 江釣子地区自治振興協議会 77-2468 交流センターだより 9/23（月・祝）えづりこ古墳まつり（毎年秋分の日）

14 和賀地区自治協議会 72-2215 交流センターだよりきらめき 7/20青空法話　8/25夏まつり　1/26ふるさと雪っこまつり

15 岩崎地区自治振興協議会 73-6076 広報いわさき（月1） 6/2第36回岩崎城幟まつり　8/22虹色フェスタ　2/2節分会

16 藤根自治振興会 73-5299 交流センターだより 3/8（日）ざぜん草まつり

ふるさとの情報コーナー
北上市内には16地区自治協議会があり、それぞれ活発な活動を行っています。今号では
地元の協力を得て、その一端をお知らせすることが出来ました。来年以降も、順次各地
の情報を紹介する予定です。

菊池さん親子

第3回地理的表示フェスティバル
はせがけして天日干

樺山まつりで子供たち作成の夢灯り 史跡歩く会　大竹廃寺 更木夏まつり　前夜祭燃え立つ彼岸花に包まれる如意輪寺

〒101-0063 東京都千代田区神田淡路町 1-19 橋本ビル 4F
TEL 03-3257-1771（代表）　FAX 03-3253-1778

創造と豊かな会話のために
快適なネットワーク環境をご提供します

テレファックス　株式会社
代表取締役　南川　昌光

（黒沢尻北高校卒業）
〒202-0021
東京都西東京市東伏見 5丁目 10番 5-107 グローリオ武蔵野中央公園　
行政書士　山 﨑  節 子（長沼出身）　司法書士　山 﨑  政 俊 
TEL：042-467-8141　FAX：042-467-8146　携帯：090-3406-4347

あなたは大丈夫 ?
が　　　　にならないために…相続 争続

遺言・相続・信託・成年後見のことなら専門家にご相談を !

山﨑司法書士・行政書士事務所


